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第 4 節 三角 墳形土製 品 について

1号住居址 の 奥壁か ら 出土 した三角堵形土製 品 は、 側面正角形 で 無文 で ある。 その 出土状 況

は奥壁の 東 側 隅 で、 大 き な 敷 石上に倒 置 さ れ た 深鉢形土器と並ん で 出土 し、 さ らに 敷 石の 傍 ら

に丸 石を伴 うとい う もの で ある。

山梨の 三角堵形土製 品の 類例 m は、 本例と上の 平遺跡 （中道 町） 、 川 又南遺跡 （須玉町） の 3

例 で ある。 小林氏 ( 2 )、 小島 氏 ( 3 )の 集成段階で は、 山梨の 出土 例 は 報 告 が な さ れ て い な か っ たの

で あ り、 山梨 は 空 白地 域とな っ て い た 。

上の 平遺跡 の もの は、 側面二等辺三角形 で文 様 は 沈線に よる区画文と渦 巻文を施 し た も の で

ある。 遺構 出 土 で は な い が周 囲の 土器 な どか ら 曽 利式期とさ れ て いる。 ま た 川 又 南遺跡 の も の

は、 側 面 は 3 辺 が反 っ て い て、 5 面の 全 てに渦 巻文 が施 さ れ て いる。 同 じ く 遺構に 伴 う もの で

は な い が、 後期 初頭の土器の 散布が顕著 で あ っ たとい う 。

1号住居址 の 三 角墳形土製 品 は、 無文 で は あるが遺構か らの 出土 で あ り、 しか も 石棒 ・ 丸 石

な どの 祭祀的性格の 強 い遺物と共伴して いることか ら、 資料 的に重要 で あることが指摘 で き る。

時期として は 敷 石住居址 や 出土土器か ら 中期 後半 で も 最終末と考え ら れるもの で ある。

山梨の 三角 墳形 土製 品 は、 3 例とも 一般に い わ れるとこ ろの 盛行 期としての 中 期 後 半か ら 後

期 初頭に所属するものといえ よ う 。

1号住居址 の 壁際か らの 出土 は、 富 山県北代遺跡 や石川 県笠舞遺跡 で も 報 告 さ れ て いるとこ

ろ で あ り、 注意す べ き 出土 位 置 で あ ろ う 。 さ らに福 島 県 山王館遺跡 か ら は、 土 壊 内の 屈 葬遺骸

に伴 っ て発掘 さ れ たとい う 報告 が ある。 従 来か ら い わ れ て いる孔に 紐を 通 して 用 い たとい う 使

用 法 な ど、 三角 堵形土製 品を め ぐる問題 は 多 い 。

分布か ら み て も 偏在性を も つ三角墳形土製 品 は、 その 全国例として も 70 数 例 で あ り、 土 偶 や

石棒 な どとの比較 で は き わ め て 少 な い もの で ある。 今後とも 類例の 増加に 伴 い、 その 性 格 な ど

につ い て 究 明 さ れることを期 待 した い 。
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